○○自主防災会初動マニュアル
（突発地震対応編）

第１章　○○自主防災会初動マニュアルの目的
　　阪神淡路大震災・中越地震・東日本大震災の貴重な教訓を踏まえ、突発型地震に迅速かつ的確に対応するため、○○自主防災会の「初動マニュアル」を作成したものです。

　　一旦、大震災が発生すると、単なる一次災害にとどまらず、災害が災害を引き起こし、はかり知れない被害に発展する恐れがあります。このような災害を未然に防止し、被害を最小限にくい止めるためには、全隊員をあげて的確、果敢に対処しなければなりません。その活動を担う一人ひとりの役割は極めて重要です。隊員は災害時の重要な役割を十分理解・認識し、突発型地震が発生したときは、地区住民の期待に応えるため、この「初動マニュアル」にしたがって迅速に行動して下さい。

第２章　初動体制の確立

　　　災害から地区住民の生命・財産を守り、被害を最小限にとどめるためには、迅速な初動体制及び正確な情報収集が極めて重要となる。

　　　このため、突発地震に対する○○自主防災会配備体制は、震度階級による参集とし、次に定めるところにより迅速に行動しなければならない。
　　●　震度４

湖西市内で地震による被害が発生した場合は、会長は○○○（集会場前・公民館前など自主防災会の災害対策本部）へ参集する。
自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市に報告する。
　　　　津波に対する初動体制については＜津波対応＞に定める。

　　①　湖西市で震度４の揺れがあったときは、会長は直ちに○○○へ参集する。ただし、不在等により参集不能のときは、副会長へ連絡し、代わりに副会長が参集する。震度については、＜震度の判断基準＞によるものとする。

　　②　参集後、メディアなどにより震度情報、被害報告等の確認に努める。

　　③　地区内の被害報告がないときは、１時間を目途に随時解散とする。

　　④　地区内に被害があったときは、副会長に参集するよう指示する。

　　⑤　会長は、被害状況に応じて、副会長に被害調査等の指示をする。
　　⑥　被害があった場合は、会長は状況に応じた班を参集し、必要な対策を行うよう命じると伴に、被害状況等必要な情報をを湖西市役所に報告する。

　　●　震度５弱以上

　　　突発地震により震度５弱以上の揺れがあったときは、正副会長、班長及び班員が参集する。
　　　ただし、被害を伴う津波の発生が予想される地域の住民は、直ちに地区で定めた一時避難場所へ避難し、わが身及び家族の安全を確保することを優先する。
　　①　湖西市内で震度５強以上の揺れがあったときは、正副会長、班長及び班員は、わが身及び家族の安全を確保し、直ちに○○○へ参集する。震度については、＜震度の判断基準＞によるものとする。
　　　　自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市の災害対策本部に報告する。
　　②　正副会長、班長及び班員は、○○○への参集途上における被害状況等の把握に努め、参集後、速やかに会長に報告する。
③　避難誘導班は、被害を伴う余震の発生が予想される場合又は市から避難指示若しくは避難勧告が発令された場合は、会長の指示に基づいて、地区住民に対して避難の指示等必要な措置を行う。
④　その他各班は被害状況に応じて必要な応急対策を行う。
　　⑤　会長（若しくは情報班長）は、参集した副会長、班長及び班員から報告のあった被害状況等をとりまとめ、必要な情報を市災害対策本部に報告する。
　　＜津波対応＞
　　　津波に対する初動配備体制は、以下のとおりとする。

　　●　津波注意報が発令されたとき
　　①　自宅待機とする。
　　②　被害を伴う津波の発生が予想される場合に正副会長が参集する。
　　③　被害を伴う津波の発生が予想される場合又は市から避難指示若しくは避難勧告が発令された場合は、会長の指示に基づいて、地区住民に対して避難の指示等必要な措置を行う。
④　自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市に報告する。
⑤　会長は被害があった場合は、被害状況等必要な情報をを湖西市災害対策本部に報告する。

　　⑥　津波注意報が解除されたとき、参集した正副会長は、会長の指示により解散する。

　　●（大）津波警報が発令されたとき

　　①　正副会長、避難誘導班及び情報班が参集する。
　　②　避難誘導班は被害を伴う津波の発生が予想される場合又は市から避難指示若しくは避難勧告が発令された場合は、会長の指示に基づいて、地区住民に対して避難の指示等必要な措置を行う。ただし、わが身の安全が確保できる場合に限る。
　　③　自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市の災害対策本部に報告する。
　　④　情報班は津波による被害が発生したときは、被害状況に応じて、被害調査等をする。ただし、わが身の安全が確保できる場合に限る。
⑤　情報班は被害があった場合は、被害状況等必要な情報を湖西市災害対策本部に報告する。

　　⑤　他の班長は、会長からの要請により参集し、会長の指示に基づいて行動する。
　　●突発的に津波が発生したとき

　　①　直ちに地区で定めた一時避難場所へ避難し、わが身及び家族の安全を確保する。

②　正副会長、避難誘導班及び情報班が参集する。
　　③　避難誘導班は津波が発生した場合又は市から避難指示若しくは避難勧告が発令された場合は、会長の指示に基づいて、地区住民に対して避難の指示等必要な措置を行う。ただし、わが身の安全が確保できる場合に限る。
　　④　自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市の災害対策本部に報告する。
　　⑤　情報班は津波による被害が発生したときは、被害状況に応じて、被害調査等をする。ただし、わが身の安全が確保できる場合に限る。

⑥　情報班は被害があった場合は、被害状況等必要な情報を湖西市災害対策本部に報告する。

　　⑦　他の班長は、会長からの要請により参集し、会長の指示に基づいて行動する。

　　＜震度の判断基準＞
　　①　地震発生後に、テレビ、ラジオ等により気象庁から発表される近隣市町の震度により判断する。

　　②　テレビ、ラジオ等から情報が得られない場合は、気象庁震度階級による地震の揺れと被害想定により各自判断する。
　　③　電気や電話等の被災により情報を得ることが不能な場合は、震度５以上と判断する。
気象庁震度階級関連解説表（抜粋）

	階級
	人　　　間
	屋内の状況
	屋外の状況

	０
	・人は揺れを感じない。
	
	

	１
	・屋内にいる人の一部が、わずかな揺れを感じる。
	
	

	２
	・屋内にいる人の多くが、揺れを感じる。

・眠っている人の一部が、目を覚ます。
	・電灯などつり下げ物が、わずかに揺れる。


	

	３
	・屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。

・恐怖感を覚える人もいる。
	・棚にある食器類が音を立てることがある。


	・電線が少し揺れる。



	４
	・かなりの恐怖感があり、一部の人は身の安全を図ろうとする。

・眠っている人のほとんどが目を覚ます。
	・つり下げ物は大きく揺れ、棚にある食器類は音を立てる。

・座りの悪い置物が倒れることがある。
	・電線が大きく揺れる。
・歩いている人も揺れを感じる。

・自転車を運転していて、揺れに気付く人がいる。

	５弱
	・多くの人が、身の安全を図ろうとする。
・一部の人は行動に支障を感じる。


	・つり下げ物は激しく揺れ、棚にある食器類や戸棚の本が落ちることがある。
・座りの悪い置物の多くが倒れ、家具が移動することがある。


	・窓ガラスが割れて落ちることがある。
・電柱が揺れるのがわかる。

・補強されていないブロック塀が、崩れることがある。

・道路に被害が生じることがある。

	５強
	・非常な恐怖感を感じる。

・多くの人が行動に支障を感じる。


	・棚にある食器類、本棚の本の多くが落ちる。

・テレビが台から落ちたり、タンスなど重い家具が倒れることがある。

・変形によりドアが開かなくなることがある。

・一部の戸がはずれる。
	・補強されていないブロック塀の多くが崩れる。

・据え付けが不十分な自動販売機が倒れることがある。

・多くの墓石が倒れる。

・自動車の運転が困難となり停止する車が多い。

	６弱
	・立っているのが困難になる。


	・固定していない重い家具の多くが移動、転倒する。

・開かなくなるドアが多い。
	・かなりの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。

	６強
	・立っていることができなくて、はわないと動くことができない。


	・固定していない重い家具のほとんどが移動、転倒する。

・戸がはずれて飛ぶことがある。


	・多くの建物の壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。

・補強されていないブロック塀のほとんどが崩れる。

	７
	・揺れにほんろうされ、自分の意志で行動できない。


	・ほとんどの家具が大きく移動又は転倒し、飛ぶものもある。


	・ほとんどの建物で壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。

・補強されているブロック塀も、破損するものがある。


第３章　隊員の心構えと行動基準

　第１節　隊員としての心構え

　　　災害時には、○○自主防災会は防災関係機関と一体となり、地区住民の生命、身体及び財産を災害から守るため、災害応急対策活動を行うことになります。
　　　いかなる場合でも隊員自身が混乱することなく、災害対策活動を円滑に行うためには、日頃からの心構えが大切です。

　１　すべての隊員は、それぞれが重要な災害対策業務を分担しています。いつ災害が発生しても慌てないように、各自がどのような場合に、そのような体制のもとで、どのような行動をするべきなのかを十分認識しておくこと。

　２　災害時に隊員自身に混乱を生じさせないためには、隊員相互のチームワークが極めて重要です。日頃から隊員間のネットワークを作成しておくこと。

　３　災害対策は誰かがやってくれるものではなく、隊員一人ひとりの力の積み重ねが大きな力となって実現されるものです。各種の防災訓練も人まかせにせず積極的に参加し、防災資機材の取り扱い方法や応急救護等の知識を身につけておくこと。

　４　いざ災害が発生したら、隊員は地区住民の先頭に立って活動しなければなりません。いつでも安心して参集できるよう、常日頃から家具の転倒防止、非常持ち出し品の整備等、家庭での防災対策を実施しておくこと。
　５　地区内の被害を少しでも減らすためには、地区住民全体の防災意識を高揚させることが重要です。隊員は、あらゆる方法、機会をとおして、自らの防災意識を高揚するとともに、地区住民の防災意識の普及と高揚に努めること。

　第２節　隊員の行動基準

　　　突発的な地震により大災害が発生した場合には、ふだんでは考えられないような混乱が生じるおそれがあります。地区住民の混乱を抑え、適切な災害応急活動を円滑に行うため、隊員は、以下の行動基準を十分認識しておいてください。

　１　自覚を持って行動する

　　　地区住民の生命、身体及び財産を守るのは、隊員一人ひとりの働きかけにかかっています。隊員でも家庭でも、日頃から防災対策や災害対策に関心を持ち、自らが果たすべき責務の自覚を持つことが大切です。

　２　迅速、的確に行動する。

　　　災害応急活動は、時間との勝負であり、対応が早ければ早いほど大きな効果があります。常に先手をとって迅速に、しかも的確に実施することが大切です。

　３　積極的に行動する

　　　災害時には、隊員の積極的な行動によって被害を減少させることができます。緊迫した状況で、いろいろな方法や手段について判断に迷うときは、より積極的な対策をとることが大切です。

　４　責任ある行動をする

　　　災害時に、自らの言動や行動によって地区住民に不安を与え、誤解を招き、市や防災関係機関の活動に支障をきたすようなことがあってはなりません。流言飛語の防止に努めるとともに、自らの言動や行動に責任を持つことが大切です。

　５　親切な行動をする

　　　相手の立場に立って親切に対処することは、平常の業務でも大切なことですが、特に災害時においては、平常時では考えられない特異な状況になることが予想されます。被災者の立場を理解し、できる限り親切に行動することが大切です。

（風水害対応編）
＜風水害対応＞

　　　風水害に対する初動配備体制は、以下のとおりとする。

　　●　大雨・暴風・高潮・波浪（・土砂災害準備情報若しくは警戒情報）警報が発令されたとき

　　①　自宅待機とする。

　　②　被害を伴う大雨、暴風、高潮又は波浪（土砂災害）が予想される場合に正副会長が○○○へ参集する。
③　自主防災会の災害対策本部を立ち上げた場合は、立上げ状況を市の災害対策本部に報告する。
　　④　被害を伴う大雨、暴風、高潮又は波浪（土砂災害）の発生が予想される場合又は市から避難指示若しくは避難勧告が発令された場合は、会長の指示に基づいて避難誘導班を参集し、連絡網にて地区住民に対して避難の指示等必要な措置を行う。
⑤　被害があった場合は、会長は各班を参集・指示し、必要な応急対策を行うと伴に被害状況を湖西市災害対策本部に報告する。ただし、応急対策については、わが身の安全が確保できる場合に限る。
　　⑥　警報が解除されたとき、参集した人員は、会長の指示により解散する。
　　⑦　被害があった場合は、最終的な被害状況を湖西市役所に報告する。
　　⑧　地域内で、風水害に伴い廃棄物等が発生した場合は、地域内で処理する（市道や市有地などの市有財産を除く）。
作成例








PAGE  
- 6 -

